
第４次佐賀市農業振興基本計画
【概要】

令和6年度（2024年度）～令和10年度（2028年度）

（H30.11.26佐賀市農業・農村活性化懇談会資料から抜粋・修

佐賀市 農林水産部 農業振興課
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１．佐賀市の農業を取り巻く情勢

１）世界の動向
・国際情勢の変化などに伴う食料・生産資材の需給の不安定化
・持続可能な農業の実現に向けた取組の展開

先進地ＥＵの「Farm To Fork（農場から食卓まで）戦略」や
「共通農業政策（通称CAP）2023～2027」など

２）国内の情勢
・人口減少の影響
・食料安全保障に向けた「食料・農業・農村基本法」の見直し
・持続可能な農業の展開

「みどりの食糧システム戦略」、「2050カーボンニュートラル宣言」など

１）地域の特性を活かした農業の展開
・全国有数の農地面積

2022経営耕地面積：10,600ha（水稲5,550ha、大豆2,820ha）
・平坦地域、中山間地域、それぞれの多様な農業の推進

２）整備された生産基盤と担い手への農地集積率の高さ
・整備された生産基盤→生産性の高い農業を展開できる耕地や施設の整備
・農地集積率→2022年度 佐賀市78.7％（全国平均59.5％）

３）農業への理解醸成
・地産地消の推進
・グリーンツーリズムの進展
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２．佐賀市の農業の目指す方向と将来像

重視すべき５つの視点

１）農業の持続的な発展

２）農村の活性化

４）消費者（地域）の
理解醸成

５）情報発信の強化

佐賀市農業の将来像

農の絆で次代につなぐ魅力あるまち さが

３）環境負荷低減に向けた
取組の強化



・農 のあるまちの魅力活用
・快適で住みやすい農村づくり

・地産地消の推進
・持続可能な農業の推進

・生産基盤の確保
・災害に強い農業・農村づくり

・次世代の担い手の確保・育成

３．第４次計画の基本目標

・佐賀市の強みを活かした生産
・農地の集約化等による生産性の向上
・スマート農業の推進
・ブランド化と販路拡大

基本目標１：稼ぐ農業の確立

基本目標２：担い手の確保・育成

基本目標４：地域内循環の促進

基本目標５：農 のあるまちづくりの推進

基本目標３：農地の保全と利用促進

①稼ぐ農業

②担い手
確保・育成

③農地保全
利用促進

④地域内循環

⑤農のある
まちづくり

【展開イメージ】

将来像の
実現

“

″“

″

“ ″



４．第４次計画の施策体系図

項目（施策の内容）施策基本目標将来像
1-1-1 土地利用型作物（米、麦、大豆）の振興

1-1 佐賀市の強みを活かした生産

1 稼ぐ農業の確立
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1-1-2 園芸作物（野菜、果樹、花き）の振興
1-1-3 水田の有効活用の推進
1-1-4 畜産の振興
1-2-1 農地の集約化・担い手への集積1-2 農地の集約化等による生産性の向上
1-3-1 普及啓発と導入支援

1-3 スマート農業の推進
1-3-2 モデル事例の育成・創出
1-4-1 ブランド力の向上

1-4 ブランド化と販路拡大
1-4-2 販路の拡大
2-1-1 意欲ある新規就農者の確保・育成

2-1 次世代の担い手の確保・育成
2 担い手の確保・育成

2-1-2 多様な担い手の確保・育成
2-2-1 集落営農組織・法人組織の育成

2-2 担い手の育成
2-2-2 認定農業者の育成
3-1-1 優良農地確保の計画的な推進

3-1 生産基盤の確保
3 農地の保全と

利用促進

3-1-2 農業生産基盤の整備と保全
3-1-3 有害鳥獣等の対策強化
3-2-1 農業振興による多面的機能の維持

3-2 災害に強い農業・農村づくり
3-2-2 農地・農業水利施設を活用した防災・減災の推進
4-1-1 市産農産物の流通・消費の拡大

4-1 地産地消の推進

4 地域内循環の促進
4-1-2 生産者と消費者の「食」と「農」の相互理解の推進
4-2-1 有機農業の推進

4-2 持続可能な農業の推進 4-2-2 環境保全型農業の推進
4-2-3 安全・安心な農産物づくりの確保
5-1-1 体験・交流による農業の活性化5-1 農 のあるまちの魅力活用

5 農 のある
まちづくりの推進

5-2-1 地域主体の農村づくり
5-2 快適で住みやすい農村づくり

5-2-2 快適な農村環境の整備

※さらに各施策には達成度を測るための指標・数値目標が定められており、
この指標の進捗管理を本推進会議で毎年点検・評価・改善を行っていきます。
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